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研究成果の概要（和文）：「地理情報システム利用によるレアプランツのインベントリーと有用性・安全性の評
価」を開始し，漢方薬素材の代替または補完医薬素材になり得ると考えられるレアプランツの探索研究を展開し
た．生活習慣病及び抗炎症に対する活性評価モデルが整いつつあり，産業化を目標に有用植物の活性成分本体が
解明されることが期待される．今後は数種に絞りGISによる環境要因による活性力の強弱とその成分変動の関係
を解明する．

研究成果の概要（英文）："Inventory of rare plants by use of geographical information system and 
evaluation of usefulness and safety" was started and developed research on rare plants which is 
considered to be an alternative or complementary medicine material for traditional Chinese medicine 
material. Activity evaluation models for lifestyle diseases and anti-inflammation are being 
prepared, and it is expected that the active ingredient bodies of useful plants will be elucidated 
with the goal of industrialization. For the plant samples collected in this survey, we provided 223 
points (a total of 466 points from the first year). In the future, we will clarify the relationship 
between the strength of activity and its component variation due to environmental factors by GIS.

研究分野： 複合領域　生活科学・食生活学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

植物多様性地域からの植物素材を利用し

た食品開発や医薬品開発は，遺伝資源を巡る

世界的な競争下にある．その中で，研究代表

者と連携研究者らは調査対象諸国との協力

協定にもとづき，2000年度以降資源植物探索

ならびにその保全に向けた活動を継続して

いる．かつて研究代表者が 1984 年より調査

を行ったヒマラヤ地域については，2000年に

ネパールにおいて調査成果を還元するため

の国際シンポジウムを行い，これを機に同国

の植物資源保全体制の確立に寄与し，さらに

現地産植物素材を使った日本企業による化

粧品開発の成功事例にみるような保全的活

用の事業モデルを確立してきた．また，研究

代表者が所属していた高知県立牧野植物園

では，2000年度からミャンマー林業省との共

同プロジェクト「ミャンマーの植物多様性と

資源植物探索」において探査を開始し，同国

チン州における植物資源の探査の結果約 800

点の有用植物サンプルを蒐集し，うち 20 種

を特許化した．さらにソロモン産薬用植物に

ついても同様に代表研究者らの科研費によ

る海外調査が実施され約 1000 点の有用試料

を蒐集した． 

しかし，我々のインベントリー調査で得ら

れた有用植物資源を使った試験管内薬理試

験による第一次有用性評価がほぼ出揃った

昨年あたりから，原産国との基礎研究調査を

今まで行って来なかった台湾や韓国などの

海外企業が，有用植物資源を用いた医薬品，

健康補助食品などの開発事業提案を相次い

で原産国に持ちかけるようになってきた．こ

れらの地域では，森林伐採などに伴う環境変

動に加えて，適切な保全活用の指針を欠いた

過剰な競争開発により，レアプランツが急速

に失われる恐れがある．今，この地域の伝統

医療や薬草文化が失われる前に有用性を科

学的に解明し，原産国の利益を踏まえた保全

と活用を図ることは急務である． 

一方，植物起源の健康食品やサプリメント

の消費は急増しているものの，医薬品との併

用に伴うリスクは一般には未だよく知られ

ていない．そこで研究分担者らの基盤研究(C)

採択課題では「補完医学」を前提とした「補

完食品」という新たなカテゴリーを提案し，

このような医薬品との併用「リスク」に対す

る有効性と安全性に関する規制システムを

構想した．今後のレアプランツの活用に向け

てさらに推進すべき重要なテーマである． 

また，研究代表者は 2010 年度より，地理

情報システムと植物データベースとを組み

合わせた LUPINES システムを構築し，高知

県内の未利用有用植物約 300種についてデー

タ集約をはかり（総務省 SCOPE, 2010），さ

らに 2012 年度からは有望種の薬理活性と，

微気象・微地形等の環境要因との関係性につ

いての分析を進めている（総務省 SCOPE, 

2012）． 

 

２．研究の目的 

科研費による過去 5年の植物インベントリ

ー調査により，植物多様性地域から，成人病

や難病に対する薬理効果が期待できる数種

の有用植物を世界で初めて見出すことに成

功した．これらは，潜在的有用性と局在化し

た希少性の双方を兼ね備えた植物資源（以下，

レアプランツと云う）である．本研究は，地

理情報システムと植物データベースを組み

合 わ せ た 研 究 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

LUPINES(Local Useful Plants with Intelligent 

Networks of Exploring Surface) [www.lupines 

.net]を活用し，さらに新たな活性評価・安全

性評価等の体系を開発することで，レアプラ

ンツの自生地環境要素と薬理活性との関係

性を解明するとともに，新規探索に向けた地

理情報的な指針を得る．これにより，希少資

源の探索・保全と潜在的有用性の開発とを原

産国の利益を踏まえて推進し，補完食品及び

医薬品原料素材としての実用化を図ること



を目的とする． 

 

３．研究の方法 

レアープランツ・インベントリー 

第 1年目 H25（2013）年より上記地域に赴

き、有用植物インベントリー調査を行う．即

ち、該地の熱帯雨林内での有用植物の野外探

査・収集を行い、さく葉 Voucher（証拠）標

本と実験室用試料を調整する．この過程はソ

ロモン森林省の研究官との共同作業として

行われ、植物さく葉標本は、波型アルミ板、

吸取紙、カードボードを用いたプレスを人口

乾燥する最新式の方法で行う．それと同時に

実験室用試料について、さく葉標本番号を間

違えないように注意し、例えば花−枝−葉−茎−

根など各薬用部位を現地キャンプサイトで

熱風乾燥（50℃以下）させ、温乾燥重量とし

て約 500g 以上を手製の布袋に保存し、日本

に持帰る．日本では、再度風乾式大型乾燥機

で完全乾燥するまで調製し実験試料として

準備する．併せてフィールドノートに記録し、

記述を整理する．標本は 1セットをソロモン

森林省のホニアラ植物園標本館(BSIP)に保管

し、残りを日本に持ち帰り同定する．お互い

のさく葉 Voucher（証拠）標本セットで、日

本・ソロモン間の連絡を計る．同定は主とし

て小山園長がハワイのB.P. Bishop博物館及び

ワシントンのスミソニアン研究所に携行し、

同館の標本・文献と対照して行い、正確性を

期する．その後、毎年調査地域（国）を変え

て、研究を遂行する。 

 

4．研究成果 

【平成 25(2013)年度】〜【平成 28(2016)年度】 

H25-H28年度_研究実績報告書を参照のこと 

 

【平成29(2017)年度】 

当初の対象国としてカンボジア国内の主要な

機関・地域を訪問し，産業化の可能性ある種

類（5属）を中心に探索収集した．また，日本

と同じ日華植物区系に属すネパールでのイン

ベントリー調査を終え，収集した植物試料の

成分研究とその活性本体の解明に関して、連

携研究者らと熊本大学院生博士課程前期の学

生（卒論）により，研究成果をまとめた．そ

して，熊本大学チームにより生活習慣病及び

抗炎症に対する活性評価モデルが整いつつあ

り，産業化を目標に有用植物の活性成分本体

が解明されることが期待できるため，主要な

６属（特に、GIS地理情報システムを使って生

育敵地環境解明ためインベントリー調査を行

なったヒマラヤ産ユリ科1種）の学術論文の投

稿を急いでいる．そして現在までの調査試料

を整理し，生活習慣病及び抗炎症に対する活

性評価を進め，産業化の期待が出来る有用植

物（衣・食・住＋薬用）の成分研究及び遺伝

情報の解析法（Genomic Bar Cording）による

ソロモン諸島の種の同定作業が進められ，

H30年後期を目処に，ネパール・ヒマラヤで

蒐集した植物試料の活性評価，そして活性本

体に関わる新規成分の単離同定を含めた包括

的な研究がまとまられる予定である．本調査

で蒐集した植物試料について，研究分担者と

連携研究者らへ乾燥植物試料及び80％EtOH

抽出乾燥物を送付した．各分担研究者へ，223

点（初年度からの総計466点）を提供した．今

後は数種に絞りGISによる環境要因による活

性力の強弱とその成分変動の関係を解明する． 
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